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10~12

平成

２０年度

1~37~94~61~310~127~94~61~310~127~94~61~3

平成１９年度平成１８年度平成１７年度
平成

16年度

設 備 点 検

制御棒駆動機構系統運転試験、
燃料取替、燃料外観確認、
原子炉格納容器漏えい率試験 など

プラント確認試験

照明器具の撤去、仮設電源の設置、
床、壁の穴あけ工事、扉・ハッチ改造など

準 備 工 事

本 体 工 事

２次冷却系温度計の交換・撤去工事、
ナトリウム漏えいに対する改善工事、
蒸発器ブローダウン性能の改善工事

工事確認試験進捗率（7月6日現在）
８６項目中５９項目終了

5/23完了

窒素ガス貯蔵タンク据付工事

主要工程

工 事 確 認 試 験

セルモニタ機能試験
改良型温度計の確認

２次冷却系関連試験
ナトリウム充填試験開始

緊急ドレン模擬試験

窒素ガス注入設備機能試験
蒸発器ブロー動作確認試験

総合漏えい監視システム機能試験
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ナトリウム漏えいに対する改
善に関する試験

○漏えいの早期検出、漏えい量の
抑制、漏えいによる影響緩和等の
機能を確認する。

蒸発器ブローダウン性能
の改善に関する試験

２次冷却系温度計の交
換・撤去に関する試験

原子炉建物

原子炉格納容器

中間熱
交換器

１次主循環
ポンプ

原子炉容器

蒸
気
発
生
器

（過
熱
器
）

２次
主循環
ポンプ

配管取付け直前の温度計

新設出口放出弁

出口放出
弁の元弁

新設配管

総合漏えい監視盤

蒸発器放出弁追加

蒸
気
発
生
器

（蒸
発
器
）

主要な工事確認試験

○水漏えい信号を入力すること
により、蒸発器出入口放出弁
が「開」動作すること等を確認
する。

○交換した温度計（14本／
ループ）の指示値のばら
つきを確認し、運転に支
障がないことを確認する。
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原
子
炉

中
間
熱
交
換
器

１
次
主
循
環

ポ
ン
プ

２
次
主
循
環

ポ
ン
プ

過
熱
器

蒸
発
器

タービン

発電機

放出弁

補
助
冷
却
設
備

空
気
冷
却
器

燃料出入設備

2次冷却系関連試験

２次主冷却系ナトリウム充填試験・ドレン試験の対象範囲

充填・ドレン試験の対象となる２次主冷却系（黄色部分）

・Ｂループ：５月２３日～５月２４日 実施
・Ａループ：５月２５日～５月２６日 実施
・Ｃループ：６月 ５日～６月 ６日 実施

・Ｂループ：６月１８日～６月１９日 実施
・Ａループ：６月２８日～６月２９日 実施
・Ｃループ：７月 ２日～７月 ３日 実施

充填試験 ドレン試験
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②純化系電磁ポンプによる汲み上げ充填

①タンクへのアルゴンガス加圧による加圧充填 ③高所部の空気冷却器及び蒸気発生器

リングヘッダへの充填

２次主冷却系のナトリウム漏えい対策であるナトリウムドレン配管の
追加・大口径化、ドレン弁の電動化・多重化等の改造を踏まえた充填
手順に従い、ナトリウム充填が手順どおり行えることを確認する。
ナトリウム充填手順は、以下の通りである。

①系統全体（タンク含む）の真空引き後、タンクへのアルゴンガス
加圧による加圧充填

②純化系電磁ポンプによる汲み上げ充填
③真空引きと電磁ポンプ運転による高所部の空気冷却器及び蒸

気発生器リングヘッダへの充填

充填試験の概要

2次冷却系関連試験
(２次主冷却系ナトリウム充填試験 (1/2))
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・Aループ充填量：約227ｍ3

・Bループ充填量：約200ｍ3

（トレンドデータはBループを示す。）
・Ｃループ充填量：約228ｍ3

① ② ③

注：①～③の説明
①タンクへのアルゴンガス加圧による加圧充填
②電磁ポンプによる汲み上げ充填
③真空ポンプと電磁ポンプの連動による高所部の空

気冷却器及び蒸気発生器リングヘッダへの充填

２次主冷却系ナトリウム充填試験結果

2次冷却系関連試験
(２次主冷却系ナトリウム充填試験(2/2))

：１次主冷却系

：２次主冷却系

中間熱交換器

１次主循環ポンプ

原子炉容器

原子炉格納容器

１次主循環ポンプ

中間熱交換器

中間熱交換器

１次主循環ポンプ

２次主循環ポンプ

蒸発器 過熱器

Ｃループ配管室

冷却系統の配置

Ａループ

Ｂループ

Ｃループ

２次主冷却系のナトリウム漏えい対策であるナトリ
ウムドレン配管の追加・大口径化、ドレン弁の電動
化・多重化の改造を踏まえた充填手順に従い、ナ
トリウム充填が問題なく行えることを確認した。
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過熱器
蒸発器

循環ポンプ

オーバフロー配管

オーバフロータンク ダンプタンク

中間熱交換器

電磁

ポンプ

空気冷却器

２次主冷却系のナトリウム漏えい対策であ
るナトリウムドレン配管の追加・大口径化、
ドレン弁の電動化・多重化の改造を踏まえ
たドレン手順に従い、ナトリウムドレンが問
題なく行えることを確認した。

2次冷却系関連試験
(２次主冷却系ナトリウムドレン試験 )
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ﾄﾞﾚﾝﾗｲﾝ
の増設

◎配管の大口径化とドレンライン(配管）
の増設、ドレン操作の簡単化により、
所要時間の短縮を図った。

※従来約50分→25分以下

◎弁を多重化して確実にドレンできる
　ようにした。

配管大口径化

配管大口径化

過熱器
蒸発器

循環ポンプ

オーバフロー配管

オーバフロータンク ダンプタンク

中間熱交換器

弁の多重化
弁の電動化

（他のドレン弁も同様）

空気冷却器
緊急ドレン一括ス
イッチにより、緊急
ドレン操作を行い、
ドレン弁が１弁故障
した場合でも、25分
以内で、ナトリウム
ドレンが行えること
を確認する。

・故障を想定しない
試験を実施。

・１弁「閉」状態で
故障を想定した試
験を実施。

本図は、Cループを示す。

２次主冷却系ナトリウム緊急ドレン模擬試験２次主冷却系ナトリウム緊急ドレン模擬試験

配管外径を約9～11cmから
約11～17cmに太くした。

３Ｂ配管 → ５Ｂ配管

４Ｂ配管 → ６Ｂ配管 など
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格納容器

中間熱交換器

２次主循環
　ポンプ

温度計配置

蒸発器 過熱器

送風機

空気冷却器

大気

凡例

：交換する温度計（制御用）
　　（配管内への突出し長さ：110mm）
：交換する温度計（監視用）
　　（配管内への突出し長さ： 60mm）
：撤去する温度計

ナトリウムを循環させた状態で、
交換した温度計（14本／ループ）

の指示値のばらつきを確認し、運
転に支障がないことを確認する。

２次冷却系温度計に関する試験２次冷却系温度計に関する試験

改良型温度計の構造

温度計交換にあたって、材料
検査、外観検査、寸法検査、
据付検査、耐圧漏えい検査を
行い、確実に温度計さやが取
付けられていることを確認して
いる。

（改良型温度計の確認）

日本機械学会「配管内円柱構造物
の流力振動評価指針」により確認

交換後状態
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中間熱交換器へ

２次ｱﾙｺﾞﾝｶﾞｽ系

窒素ガス供給系

ブロータンク

カバーガス
圧力計

連通ライン止め弁

ブロータンク

蒸
気
発
生
器

（過
熱
器
）

蒸
気
発
生
器

（蒸
発
器
）

中間熱交換器より
放出弁

ナトリウム液面計

水・蒸気ブローダウンをより早期に
完了するため、蒸発器入口放出弁を1
個/ループから2個/ループに増設した。

検出機能の強化

放出弁

水漏えいを確実に検知するため、カバーガス圧力計を2個/
ループから3個/ループに増設し、警報・インターロックの動作
条件を2 out of 2から2 out of 3に変更した。

気水分離器

水漏えい模擬信号を入力し、水漏
えい発生時のインターロックが計
画通り動作することを確認する。

出力運転時において、水漏えい模擬
信号により、蒸発器急速ブローが適
切に行われることを確認する。
→性能試験時に実施する。

水・蒸気ブローダウンをより早期に
完了するため、蒸発器出口放出弁を2
個/ループから3個/ループに増設した。

水漏えい発生時の動作

蒸発器ブロー動作確認試験蒸発器ブロー動作確認試験

水漏えい発生
カバーガス

圧力計
水・蒸気放出弁開 蒸発器急速ブロー

原子炉停止

蒸気発生器隔離

・ナトリウム側止め弁閉

・水・蒸気側止め弁閉

カバーガス圧力高の模擬信
号を入力する。

設備が作動するこ
とを確認する。

工事確認試験
での確認範囲

水漏えい発生
カバーガス

圧力計
水・蒸気放出弁開 蒸発器急速ブロー

原子炉停止

蒸気発生器隔離

・ナトリウム側止め弁閉

・水・蒸気側止め弁閉

カバーガス圧力高の模擬信
号を入力する。

設備が作動するこ
とを確認する。

工事確認試験
での確認範囲

ブローダウン性能の強化

オーバーフロー
タンク

工事確認試験で
の確認範囲
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ま と めま と め

・平成18年12月18日から工事確認試験を開始し、
7月6日現在で、全８６試験項目中５９項目を終了した。

・今後、2次主冷却系ナトリウム緊急ドレン模擬試験、窒

素ガス注入設備機能試験、改良型温度計の確認、蒸
発器ブロー動作確認試験等を実施していく。

・試験を通して得られる各種試験データに基づき、もん
じゅの安全な運転に努めていくとともに、今後のFBR開

発に反映させていく。


